
創ろう 住民自治の 豊かな地域社会 市民協働の
2023年

子どもの成長は早く、子ども服等は、ちょっと着たり、使っただけなのに、もうサイズが合
わなくなってしまいますよね。でも、数回しか着ていなかったり、使っていないのに捨てるの
は「もったいない」、そんな子ども服等をお寄せください！
お寄せいただいた子ども服等は、譲渡会を開催し、必要とする子育て家庭にお渡しさせてい

ただきます。この取組はSDGsへの取組に繋がるものであり、皆様のご理解とご協力をよろし
くお願いします。
なお、お寄せいただいた子ども服等を無料でリレーする「おゆずり会」の

日程等については、開催日、開催場所などが決まりましたら、社協ホームページや
SNSなどでご案内をします。

子ども服、子ども用品をお寄せください！

〇受付期間：令和５年４月１７日(月)～５月１６日(火)
       8：30～17：００ (土・日曜、祝日を除く)

〇受付場所：甲府市社会福祉協議会ボランティア振興課

         甲府市ボランティアセンター
甲府市相生2-17-1 甲府市役所南庁舎1号館2階

電話：０５５－２２３－１０６１

〇お寄せいただきたい物品
 就学前０歳～６歳の乳幼児が使用する物品

服（130㎝まで）、帽子、靴（19㎝まで）、

下着（未使用のもの）、紙オムツ（未開封）、
子ども用寝具、ベビーソファ

「手話学習会」を開催しました！

新型コロナウイルス感染症の影響を受け、２年間中止
していました「傾聴ボランティア養成講座」を感染予
防・防止対策の徹底を図る中で、１６名の参加を得て、
１月２５日（水）と２月１日（水）の２回にわたり、３
年ぶりに開催しました。
この養成講座では、傾聴ボランティア活動を始めたい

人だけではなく、様々なボランティア活動や対人関係で
傾聴の技法を活かしていきたいと考えている方達が、実
践できるよう、傾聴の基本的知識や技術を学んでいただ
きました。
受講者の皆様から「丁寧で理解

がし易かった。」や「初心者に親
切な講座だった。」など、高評価
をいただき、複数の受講者の方が
傾聴ボランティア団体で活動を行
っていくこととなりました。

「傾聴ボランティア養成講座」を
３年ぶりに開催しました！

聴覚障がいや聴覚障がい者への理解を深めるとともに
手話でコミュニケーションを行うことの楽しさを学ぶた
め、２０名の参加を得て、２月２２日（水）と３月２日
（木）、９日（水）、１６日（水）の４回にわたり、開
催しました。
この学習会は、甲府市聴覚障害者協会の皆様に講師を

務めていただき、和気あいあいとした雰囲気の中で進め
られ、最初は、手話が分からず戸惑っていた参加者も、
最終回となる４回目の学習会では、２グループに分かれ、
手話により自己紹介などが行えるようになっていました。
学習会に参加された多くの方が、

手話ボランティア団体への加入を
希望され、その集まりを見学する
など、学習会の効果があったもの
と考えています。
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み ん な で 支 え 合 う 地 域 コ ミ ュ ニ テ ィ づ く り

ボランティアウィーク

｢第４回ふれあい交流フェスタ｣を開催しました
新型コロナウイルス感染症の影響を受け、２年間中止を余儀なくされていました「ふれあい交

流フェスタ」を令和５年２月１８日（土）、甲府市総合市民会館山の都アリーナを主会場として、
２８団体の皆様の参加を得て、３年ぶりに開催しました。
この「ふれあい交流フェスタ」は、学生や障がいのある方、ボランティア団体などの皆様が集

い、舞台発表や活動紹介等を通じ、交流を図り、相互の理解を深め合い、障がいの有無にとらわ
れない「ユニバーサルデザインの心（気づきや配慮、おもいやりの心）」を養うことを目的とし
ています。
今回は、より多くの方達に来場していただき、ボランティア活動への関心を持ってもらうため、

新たな取組として、「ようふくリレーおゆずり会」(無料）や「チャリティーバザー」等を行う
など、工夫を凝らし開催しました。
また、２月６日に発生したトルコ・シリア大地震の被災地

支援のため、会場内に募金箱を設け、来場者の皆様などに協
力を呼び掛け、集められました募金とチャリティーバザーで
の収益を寄付させていただきました。

災 害 ボ ラ ン テ ィ ア
事前登録者募集中❕

甲府市社会福祉協議会では、大規模災害等発生時
に甲府市が必要に応じ設置する、「甲府市災害ボラ
ンティアセンター」の運営を行っていきます。
災害規模や状況によっては、県外ボランティアの

受入に日数がかかる場合も考えられる一方、被災者
には一日も早い、支援活動が必要となります。
こうしたことから、迅速かつ効果的に救援活動が

行えるよう、甲府市民をはじめ、県民の皆様で災害
ボランティアセンターの運営補助や被災者救援活動
にお力をお貸しいただける災害ボランティアを募集
しています。

※ 登録対象者や活動内容・登録方法など、
詳しくは、甲府市社会福祉協議会ホーム
ページをご覧ください。

フードアプリケーション プラス
ご協力をありがとうございました。

【春】

３月１日から３月１７日まで実施しました「フードア
プリケーションプラス」では、７７名及び８団体の皆様
から、７３６㎏を超える食品と２,３７０点もの生活用品
のご寄付をいただきました。
ご寄付いただいた食品や生活用品は、子ども支援や生

活支援に関わるＮＰＯ法人などを通じ、必要とする方々
にお渡しさせていただきました。
皆様のご協力に心より感謝申し上げます。
ありがとうございました。
令和４年度において、「フードアプリケーションプラ

ス」を３回実施した結果、
合計で食品約３トン、生活
用品約１２,６００点ものご
寄付をいただき、重ねてお
礼申し上げます。
令和５年度も同取組を実

施してまいりますのでご協
力のほど、よろしくお願い
します。

（写真はご寄付いただいた食品と生活用品の一部です）
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